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法教育の授業実践～6年「法律や裁判について考えよう」～  

騎西町立騎西小学校 小 林 秀 行  

1 研究主題について   

裁判員制度が平成21年度までに導入される  

社会状況の中で学校教育をはじめとする様々な  

場面において、司法の仕組みや法の働きに関す  

る国民の学習機会を図ることを文科省や法務省  

が指摘している。しかし、小学校・中学校にお  

いて「法教育」を効果的に進めるための教材の  

充実や指導法などの工夫、研究が十分に進めら  

れていない。そこで、本研究では小学校社会科  

における「法教育」の単元構成や授業構成を考  

え、以下の事例を構想し、実践した。  

◎小単元の指導計画（6時間扱い）  
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2 研究の仮説   

仮説1 身近な法的葛藤問題から、紛争やル  

ール、実社会の法を検討できる単元構成を工夫  

すれば、法や裁判の意義や機能を理解できたり、  

事実や法に基づいた意思決定や合意形成を図っ  

たりすることができるであろう。   

仮説2 問題の把握、分析、考察、合意形成  

の学習過程を組み、模擬調停や模擬裁判を取り  

入れた討論を設定し、弁護士と連携した授業構  

成のエ夫をすれば、法的葛藤問題について情意  

的ではなく、公正に判断して紛争を解決する力  

を育成することができるであろう。  

3 授業の実際－6年「法律や裁判について  

考えよう」－  

（1）仮説1の手だて・・・単元構成の工夫   

裁判の紛争解決の機能が理解できたり、事実  

や法に基づいた意思決定や合意形成ができたり  

する単元構成の工夫を図った。  
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（2）仮説2の手だて・・・授業構成の工夫  

◎展 開（4／6時）  

本実践例は、法的葛藤問題となる判例とし  

て、「SNAPvs Ox出版社～暴露本出版差止請  

求事件～」を取り上げた。ここでは、ただ単に  

結論を決めるのではなく、裁判が法に基づく判  

断で当事者の利害関係の分析をさせる必要があ  

る。SNAPの暴露本が出版されるとSNAPがか  

わいそうだという情意的な判断ではなくて、公  

正に判断できるように留意した。そのためにト  

ウールミン図式で事実に基づく主張や主張理  

由、理由の法的根拠を論理的に明らかにさせた。   

そして、自分なりに情報を分析した結果、理  

由づけを考え、主張や判決・を考えた後にグルー  

プで話し合い、公正な判断に基づいて合意でき  

るように弁護士と連携して指導・支援した。  

（4／6時）の児童の反応  

OsNAP弁護士グループの言い分   

フアンのためになっても、SNAPやその家族  

の個人情報が流れると誰かに悪用される可能性  

がある。プライバシーの侵害になる。編集が終  

わった後に許可を得ようとしてもはじめに許可  

を得なかったのだから、出版はできない。  

○出版社弁護士グループの言い分   

この本は、フアンの願いがかなう本だし、2  

00万円ものお金をかけて作ったもので、それ  

に編集作業が終わった後にいわれたから、出版  

はできる。  

○裁判官グループ   

4つのグループとも、出版差止は認められる  

べきだと判決を下した。  

○主な判決理由   

編集する前にSNAPのメンバーに許可をとら  

ず、勝手に調べたことはいけないから。個人情  

報流出につながり、プライバシーの侵害になる  

から。  

学習活動・学習内容  
況童の反応）   
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る．   たかを和してもらうことを伝える。  
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の訴え臥削られ刷ろうか？   
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られたら、自分なりの言葉で考えられる  
ようにナる。  

4、訓〝絹士ループと朋撤帽     ◎脚事例こ関心をもち、悶に対して運   
士グループについて拍たちの考えを  んで自分の考えをもちながら、意鮒に   
菟乱合う。   ループの話し合いに紬しているか。   
l錮P弁翫グれプの首相】   【恥・意針態酎（発言、ワールート）   
・甜APの個人榊が公配れ帥臥  05N∬絹士グ肘プと出版社絹士ダ   

プライ／くシーの侵害だから、畑差止  ループの絹を剛1て、錮官グループ   
潤められるべきだ。   から閉があれば、開くようにする。   
I出批弁釦ルーブの言い別  0感情的な言い合いにならないで、朗を   
・すでに完成した祁売れないと、もう  恥かに発表できるようにする。   
からない。フアンは訓APのことを  0お互いに捌の朗がどの程度あるかに   
知りたいし、自由に書いてもよいと恩  
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5、◎妙ら餌までの脚官ダれブ   
の脚長が矧こグループで考えた刊  して発表できるようける。   
決を発表ナる。   ◎脚朔の間層についてグルイで話し   
・表恥自由も鯛だが訓Ⅳのプラ  合い、朗を明らかにしながら、公正に   
イバシーの権利を守る方が大事なので  珊して、意思決定や合意を形成してい   

蛸差止は削られるべきだ。  るか。  
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・参考脚  
椰で椒していたかを和してもら  ープが公正な判断で鰍していたかを評   
い、錮の乱合いや考え方を那。  価していただくようにする．   
プライ／くシーの脚‥・憲柑十三  0事実から帥な醜に基づいて、公正に   
引臥の尊軋生針自由・輔追求  耶ル、話し合って決めることが脚で   
の捌の舶】すべて国民軋臥とし  は重要であることを押さえるようにする。   
て尊重される。生命、紬及び幸舶東  0絹の自由とプライバシーの刷につい   
に対する国民の脚について臥公共の  
馳に反しない限り、立法その他の国政  
の上で、最大の尊重を必要とする。  
義郎帥…憲法第二十一条【集会  
牒社・真如沌軋鯛の禁止、通信  
の銅】】集会、結社及び言乱摘  
その他一切の表現の自由軋これを保障  
する。   
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みられたのでAグループというような名前   

の工夫が必要だった。  

・模擬裁判の時に裁判官役や弁護士役だけでな   

く、傍聴するグル→プなど授業形態の工夫を   

したい。  

・柿の木の問題などの情意的な判断にならない  

発達段階を考えた適切な裁判事例（法的葛藤   

問題）を精選していきたい。  

・法律実務家と連携した授業をさらに工夫し、   

小学生に適した身近な裁判事例の教材開発に   

取り組んでいきたい。  

○弁護士のコメント   

今日の授業はプライバシーの権利と表現の自  

由の2つの権利のぶつかり合いの紛争を裁判す  

る問題でした。今日は、裁判官グループも弁護  

士グループも、事実をもとに一生懸命考えて話  

し合いをしていましたね。プライバシーの権利  

と表現の自由の2つの権利のぶつかり合った時  

は、その時の状況によって裁判の判決が決まる  

のです。  

4 成果と課題  

（1）成果  

◎単元構成の工夫の成果  

☆ゲームソフトの貸し借りや隣の柿の木の紛争   

など、実社会の法を検討できる単元構成を工   

夫したことで、児童は法や裁判に興味・関心   

が高まり、事実や法に基づいた意思決定や合   

意形成を図ることができた。  

☆ルールや法に基づいて、もめごと（紛争）が   

解決されていく仕組みや裁判官、弁護士など   

法を活用している人たちの働きや法の機能を   

実感をもって理解させることができ、有効な   

単元構成であったといえる。  

◎授業構成の工夫の成果  

☆裁判事例をもとにトウールミン図式を活用し   

たグループで話し合う模擬裁判を取り入れた   

ことで理由を明確にし、公正な判断を意識し   

た話し合いができるようになり、有効な授業   

構成であったといえる。  

☆弁帯士に児童の話し合いの中で適切なアドバ   

イスをしていただいたことで、相手の意見を   

しっかり聞いてから、みんなが納得できる判   

決をしたいという児童が増えた。  

（2）課題  

・SNAPという名前から情意的な判断が児童に  
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トウールミン図式を活用した児童の考え   
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